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19. 熱帯降雨林はゴムプランテーションに比べて優れた水保全機

能を持つ
〔要約〕半島マレイシア ・ブキタ レ水文試験地内の熱帯降雨林は隣接するゴムプランテーションより土

層が厚く 、土壊の孔隙率及び透水性が高いため、雨水を一時的に地中に貯留し、洪水流を軽減する機能

（水保全機能）に優れている。
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［背景 ・ねらい］

専門 I森林環境保全 I対象 Iその他広葉樹 I分類 I研究

1980年代以降、 半島マレイシアでは森林から主要農作物への土地利用転換が進み、主要農作物である

ゴムやオイルパームプランテーションが広がった。現在、プランテ ーション開発は小康状態にあるもの

の、1996年におけるオイルパーム及びゴムは主要農作物の 46%及び 32% (面積）を占めている。半島マ

レイシアではプランテーション開発により、その周辺地域で洪水流が増加し、開発による森林攪乱が主

要因であると指摘されているが、熱帯降雨林がもつ水保全機能さえ、まだ十分に明らかにされていない。

半島マレイシアに位置するブキタレ水文試験地内の天然二次林 （図 I)とそこに隣接するゴムプラン

テーション（図 2) において、土層深度及び孔隙率、土壊の飽和透水係数を測定し、熱帯降雨林とゴムプ

ランテーションが有する水保全機能について比較検討する。

［成果の内容 • 特徴］

I. 斜面調査用貰入試験機で測定した結果、ゴムプランテーションにおける土層深度（平均値 ：130cm) 

は、熱帯降雨林における土層（平均値 ：277cm)より浅く、ゴムプランテーションの中では特にテラス

平坦部の土層深度（平均値 ：119cm)が傾斜部の土）邑深度（平均値 ：141 cm)より浅い。

2. 土壊深度調査の結果をもとに代表的土層を選定し、不攪乱土壌サンプル (63点）を採取して雨水の

浸透しやすさ（飽和透水係数： Ks)の値を求めたところ 、土穣深度が増加するにつれて Ks値は減少す

る（表 I)。熱帯降雨林での Ks値は、こ の地域の時間当たりの降水量より大きい値を示すことから 、地

表に到達した雨水の多くは地中に浸透することができる 。一方、ゴムプランテーションでは、テラス

傾斜部の Ks値が熱帯降雨林と同様な値を示すものの、テラス平坦部の Ks値は熱帯降雨林の Ks値と比

較して 2オーダー小 さく、雨水が浸透しきれない値を示す。

3. 土嬢の飽和体栢含水率も Ks値と同様に土嬢深度が増すと減少する傾向を示し、それらの大きさは、

熱帯降雨林 ＞ テラス傾斜部 ＞ テラス平坦部、という順である （表 I)。

4. テラス平坦部は、プランテーション造成時に表土が剥ぎ取られ、重機によ って締め固められるため土

穣は孔隙量が少なく、土）邑深が浅く 、透水性が低い。その結果、降水量が頻繁に 50mmh―1を超えるこ

の地域では、 しばしば洪水流や地表流が容易に発生する （図 3)。これらの結果は雨水を地中に貯留す

る機能がゴムプランテーションでは低いことを示している 。一方、熱帯降雨林の多量な孔隙量 と厚い

土層、高い透水性は雨水を一時的に地中に貯留し、洪水発生を軽減する機能に優れている。

［成果の活用面・ 留意点］

熱帯降雨林とゴムプランテーションにおける水保全機能の違いは、この地域における水保全機能や洪

水防止機能等を知る基礎資料となり 、土地利用計画等の施策に反映させることができる。水保全機能を

高めるためには、プランテーションから森林への再転換等、 一度失われた水保全機能を改善するための

森林再生技術の確立が必要である。
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［具体的データ］

図1 熱帯降雨林内の様子 図2 ゴムプラン テーショ 図3 ゴムプ ―、一フノ ア ーンヨ

ン内の様子 ンに発生した表面流

表 1 熱帯降雨林と コムプランテー ションの土壌物理性

場 所

熱帯降雨林

ゴムプランテーション

テラス平坦部

ゴムプランテーション

テラス傾斜部

［その他］

深度

(cm) 

10 

20 

40 

80 

10 

20 

40 

10 

20 

40 

80 

大孔隙

（％） 

8.5 

9.7 

8.6 

8.6 

5.7 

4.0 

5.2 

5.0 

5.4 

2.7 

3.8 
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中孔隙

（％） 

35.2 

30.2 

16.7 

15.9 

8.4 

11.1 

5.9 

21.1 

20.5 

9.7 

6.7 

飽和体積含水率 飽和透水係数(Ks)

（％） (mm h-1) 

72.1 1573 

69.5 ヽ 1498 

61.9 . 706 
55.5 378 

45.4 29.9 

39.9 19.8 

29.2 18.4 

60.4 921 

65.2 838 

51.1 1062 

51. 7 260 
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